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1.  平成22年2月期第1四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第1四半期 30,328 ― 7,151 ― 7,388 ― 4,396 ―
21年2月期第1四半期 30,033 2.2 8,422 △0.8 8,597 △2.6 5,268 △0.7

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

22年2月期第1四半期 50.15 ―
21年2月期第1四半期 59.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第1四半期 162,880 124,120 75.8 1,407.42
21年2月期 167,642 124,105 73.6 1,391.49

（参考） 自己資本   22年2月期第1四半期  123,391百万円 21年2月期  123,386百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 31.50 ― 31.50 63.00
22年2月期 ―
22年2月期 

（予想）
34.00 ― 34.00 68.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間 65,300 ― 17,000 ― 17,300 ― 10,600 ― 120.90

通期 128,600 3.2 32,800 0.8 33,100 1.9 19,800 3.6 225.84
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．当資料のうち、将来の見通し及び計画に基づく予測には、不確実な要素が含まれ、変動する可能性があります。従って、実際の業績は現時点での当 
  社の判断に対して異なる可能性もあります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、３ページ「定性 
  的情報・財務諸表等 ３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計 
  基準適用指針第14号）を適用しています。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第1四半期 95,164,895株 21年2月期  95,164,895株
② 期末自己株式数 22年2月期第1四半期  7,492,431株 21年2月期  6,492,238株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第1四半期 87,672,479株 21年2月期第1四半期 88,687,182株
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(1) 売上高 

 当第１四半期までの売上高は303億２千８百万円(前年同期比1.0％増)となりました。 
医療用医薬品事業については、重点商品のケトプロフェン含有経皮吸収パッチ剤「モーラステープＬ

40mg」（前年同期比14.1％増）が好調に推移しましたが、同パップ剤「モーラスパップ30mg」が低迷
し、前年同期比0.8％減となりました。 
一般用医薬品事業については、国内市場においては、依然として厳しい販売競争が続いていますが、

主力商品の「サロンパス」「サロンシップ」「フェイタス」の３ブランドが堅調に推移し、前年同期比
5.6％増となり増収に寄与しています。 
  

(2) 利益 
 当第１四半期までの営業利益は71億５千１百万円(前年同期比15.1％減)となりました。 
商品売上構成の変化の影響等を受け、売上原価が98億３百万円（前年同期比4.7％増）となりまし

た。また、営業活動強化のため、販売費及び一般管理費は133億７千３百万円（前年同期比9.2％増）と
なり、減益となりました。 
なお、当第１四半期までの研究開発費は、20億９千３百万円(前年同期比5.2％増)となりました。 

 当第１四半期までの経常利益は73億８千８百万円(前年同期比14.1％減)となりました。 
 当第１四半期までの四半期利益は43億９千６百万円(前年同期比16.5％減)となりました。 
  

(1) 資産 
当第１四半期末の総資産は前連結会計年度末と比較して47億６千２百万円減少し、1,628億８千万円

となりました。これは、現金及び預金（101億３千３百万円減）、受取手形及び売掛金（19億９百万円
増）、投資有価証券（23億６千４百万円増）などによるものです。 
  

(2) 負債 
当第１四半期末の負債合計は前連結会計年度末と比較して47億７千７百万円減少し、387億５千９百

万円となりました。これは、未払法人税等（57億９千２百万円減）などによるものです。 
  

(3) 純資産 
当第１四半期末の純資産合計は前連結会計年度末と比較して１千４百万円増加し、1,241億２千万円

となりました。これは、利益剰余金（16億２百万円増）、自己株式（29億２百万円減）、その他有価証
券評価差額金（11億６千２百万円増）などによるものです。 
  

前回発表時(平成21年４月７日)の予想を変更していません。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①たな卸資産の評価方法 
当第１四半期におけるたな卸資産のたな卸高は、実地たな卸を行わず、前連結会計年度の実地たな卸

高を基礎として、合理的な方法により算定する方法によっています。 
  
②固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっています。 
  
③法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化が認められない場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予
測やタックス・プランニングを利用する方法によっています。  
  
④税金費用の算定方法 
法人税等の計上基準については、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しています。 

  

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用 
当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸

表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しています。また、「四半期連
結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。 
  
②たな卸資産の評価に関する会計基準の適用 
たな卸資産については、従来、主として原価法によっていましたが、当第１四半期連結会計期間より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）が適用されたことに
伴い、主として原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算
定しています。なお、この変更による当第１四半期連結会計期間の損益への影響額は軽微です。 
 また、従来当社の原材料及び貯蔵品について、先入先出法による原価法によっていましたが、当第１
四半期連結会計期間より総平均法による原価法に変更しました。この変更は、全社的な業務の見直しに
伴う新しい原価計算システムの導入を契機に、製造費用計算の迅速化と期間損益の早期把握を目的とし
て行ったものです。なお、この変更による当第１四半期連結会計期間の損益への影響額は軽微です。 
  
③リース取引に関する会計基準等の適用 
所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

によっていましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企
業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」
（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19
年３月30日改正））が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用
することができることになったことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用
し、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっています。また、所有権移転外ファイナンス・
リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零
とする定額法を採用しています。なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権
移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き従来通りの賃貸借取引に係る方法に準じた会計
処理によっています。これによる当第１四半期連結会計期間の損益への影響額は軽微です。 
  
④連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 
当第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取

扱いの適用」（企業会計基準委員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号）を適用しています。な
お、これによる当第１四半期連結会計期間の損益への影響額は軽微です。 

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 29,220 39,354

受取手形及び売掛金 41,324 39,415

有価証券 4,347 4,169

商品及び製品 6,286 6,067

仕掛品 353 330

原材料及び貯蔵品 3,031 2,783

その他 4,189 3,108

貸倒引当金 △225 △217

流動資産合計 88,529 95,009

固定資産   

有形固定資産 40,576 40,325

無形固定資産 4,283 4,840

投資その他の資産   

投資有価証券 15,829 13,465

その他 13,794 14,155

貸倒引当金 △132 △154

投資その他の資産合計 29,491 27,466

固定資産合計 74,351 72,632

資産合計 162,880 167,642

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,528 13,062

未払法人税等 3,046 8,838

その他 14,332 12,745

流動負債合計 29,907 34,646

固定負債   

退職給付引当金 4,596 4,554

その他 4,256 4,335

固定負債合計 8,852 8,890

負債合計 38,759 43,536
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,473 8,473

資本剰余金 8,396 8,396

利益剰余金 121,253 119,650

自己株式 △15,474 △12,571

株主資本合計 122,648 123,948

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △991 △2,154

土地再評価差額金 3,188 3,188

為替換算調整勘定 △1,453 △1,596

評価・換算差額等合計 743 △561

少数株主持分 728 719

純資産合計 124,120 124,105

負債純資産合計 162,880 167,642
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

売上高 30,328

売上原価 9,803

売上総利益 20,525

販売費及び一般管理費 13,373

営業利益 7,151

営業外収益  

受取利息 33

受取配当金 26

受取ロイヤリティー 79

その他 124

営業外収益合計 263

営業外費用  

支払利息 5

売上債権売却損 7

その他 13

営業外費用合計 26

経常利益 7,388

特別利益  

国庫補助金 310

その他 23

特別利益合計 333

特別損失  

固定資産圧縮損 294

その他 52

特別損失合計 347

税金等調整前四半期純利益 7,374

法人税等 2,942

少数株主利益 35

四半期純利益 4,396
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年５月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 7,374

減価償却費 1,040

退職給付引当金の増減額（△は減少） 40

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14

受取利息及び受取配当金 △59

支払利息 5

為替差損益（△は益） 0

持分法による投資損益（△は益） △25

売上債権の増減額（△は増加） △1,864

たな卸資産の増減額（△は増加） △444

仕入債務の増減額（△は減少） △577

その他 999

小計 6,475

利息及び配当金の受取額 70

利息の支払額 △5

法人税等の支払額 △8,728

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,187

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △1,433

有価証券の取得による支出 △2,702

有価証券の売却及び償還による収入 3,027

投資有価証券の取得による支出 △362

その他 △1,576

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,047

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △28

少数株主への配当金の支払額 △28

自己株式の取得による支出 △2,902

配当金の支払額 △2,711

その他 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,676

現金及び現金同等物に係る換算差額 63

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,848

現金及び現金同等物の期首残高 33,356

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,508
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しています。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しています。 

  

該当事項はありません。 

  

会社法第165条第２項の規定による定款の定めに基づく自己株式の取得 

当社は、平成21年２月26日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替

えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得することを決議し、1,000,000株の自己株

式を取得し、それに伴い自己株式が2,902百万円増加しました。 

これらの結果、当第１四半期連結会計期間末において、自己株式が15,474百万円となっています。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（要約）前四半期連結損益計算書 

 
  

  

  

「参考」

科目

前第１四半期連結累計期間 

(自 平成20年３月１日 

 至 平成20年５月31日)

金額(百万円)

Ⅰ 売上高 30,033

Ⅱ 売上原価 9,364

   売上総利益 20,668

Ⅲ 販売費及び一般管理費 12,245

   営業利益 8,422

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 38

 ２ 受取配当金 28

 ３ 持分法による投資利益 13

 ４ ロイヤリティ収入 65

 ５ その他 72

  営業外収益合計 218

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 5

 ２ 為替差損 10

 ３ 売上債権売却損 11

 ４ その他 15

  営業外費用合計 43

   経常利益 8,597

Ⅵ 特別利益

 １ 国庫補助金 92

 ２ 貸倒引当金戻入益 1

 ３ 退職給付引当金戻入益 175

  特別利益合計 270

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産圧縮損 92

  特別損失合計 92

   税金等調整前四半期純利益 8,774

   税金費用 3,473

   少数株主利益 33

   四半期純利益 5,268
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